
January 13, 2019

父なる神なる神神
ヨハネ 14:1-7

14:1 「あなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま心を騒がせてはなりません。神を信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、ま騒がせてはなりません。神を信じ、まがせては心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなりません。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじ、ま

たわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじなさい。神を信じ、ま

14:2 わたしの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな家には住む所がたくさんあります。そうでなには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま住む所がたくさんあります。そうでなむ所がたくさんあります。そうでな所がたくさんあります。そうでながたくさんあります。神を信じ、まそうでな

かったら、あなたがたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなために場所がたくさんあります。そうでなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま用意しに行く、と言ったしに行く、と言ったく、と言った言ったった

でしょうか。神を信じ、ま

14:3 わたしが行く、と言ったって、あなたがたに場所がたくさんあります。そうでなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま用意しに行く、と言ったしたら、また来

て、あなたがたを騒がせてはなりません。神を信じ、まわたしの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなもと言ったに迎えます。わたしがいるとこえます。神を信じ、まわたしがいる神と言ったこ

ろに、あなたがたもいる神ようにする神ためです。神を信じ、ま

14:4 わたしがどこに行く、と言ったくの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなか、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな道をあなたがたは知っていを騒がせてはなりません。神を信じ、まあなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていってい

ます。神を信じ、ま」

14:5 トマスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、に言ったった。神を信じ、ま「主よ、どこへ行かれるのか、よ、どこへ行かれるのか、行く、と言ったかれる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなか、

私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま分かりません。どうしたら、その道を知ることがでかりません。神を信じ、まどうしたら、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな道をあなたがたは知っていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っている神こと言ったがで

きる神でしょうか。神を信じ、ま」

14:6 イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま彼に言われた。「わたしが道であり、真理でありに言ったわれた。神を信じ、ま「わたしが道をあなたがたは知っていであり、真理でありであり、

いの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなちなの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、まわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま通してでなければ、だれも父のみもしてでなければ、だれも父なる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなみも

と言ったに行く、と言ったくこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まできません。神を信じ、ま

14:7 あなたがたがわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていっている神なら、わたしの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神を騒がせてはなりません。神を信じ、まも知ってい

る神こと言ったになります。神を信じ、ま今から父を知るのです。いや、すでにあなから父なる神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っている神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、まいや、すでにあな

たがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま父なる神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま見たのです。」たの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま」

　一、人格の神の神神

　使徒パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」がアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」していたと言ったき、「アレオパゴスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、」

と言ったいうと言ったころでイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トを騒がせてはなりません。神を信じ、ま証しする機会を与えられましする神機会を与えられまを騒がせてはなりません。神を信じ、ま与えられまえられま

した。神を信じ、まアテネの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるくの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるを騒がせてはなりません。神を信じ、ま崇拝し、彼らが知りうるし、彼に言われた。「わたしが道であり、真理でありらが知っていりうる神

かぎりの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなために祭壇を築いていました。そればかりでなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま築いていました。そればかりでないていました。神を信じ、まそればかりでな

く、自分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちがまだ知っていらない神もある神だろうからと言った、「知っていられ



ていない神」の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなためにも祭壇を築いていました。そればかりでなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま築いていました。そればかりでないていました。神を信じ、まそれを騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていった

パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、こう話しはじめたのです。「アテネの人たち。あなしは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まじめたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま「アテネの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな人たち。神を信じ、まあな

たがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、あらゆる神点で宗教心にあつい方々だと、私は見ておで宗教心を騒がせてはなりません。神を信じ、まにあつい方々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるだと言った、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま見たのです。」てお

ります。神を信じ、ま道をあなたがたは知っていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま通してでなければ、だれも父のみもりながら、あなたがたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな拝し、彼らが知りうるむ所がたくさんあります。そうでなもの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなを騒がせてはなりません。神を信じ、まよく見たのです。」てい

る神うちに、『知られていない神に』と刻まれた祭壇があるのを知っていられていない神に』と言った刻まれた祭壇があるのをまれた祭壇を築いていました。そればかりでながある神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま

見たのです。」つけたからです。神を信じ、まそこで、あなたがたが知っていらずに拝し、彼らが知りうるんでいる神

もの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな、それを騒がせてはなりません。神を信じ、ま教えましょう。神を信じ、ま」（使徒使徒パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」 17:22-23）

　もし、パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」が日本で伝道したとしたら、同じように説教しで伝道をあなたがたは知っていしたと言ったしたら、同じように説教しじように説教し

ただろうと言った思います。日本には、アテネに劣らず数多くの神々います。神を信じ、ま日本で伝道したとしたら、同じように説教しには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、アテネに劣らず数多くの神々らず数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるくの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうる

があって、いたる神所がたくさんあります。そうでなで祀られているからです。日本の神々はられている神からです。神を信じ、ま日本で伝道したとしたら、同じように説教しの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

「やおよろずの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうる」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれますが、「やおよろず」は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま漢字

で書けば「八百万」ですから、文字通り “けば「八百万」ですから、文字通り “」ですから、文字通してでなければ、だれも父のみもり “eight million” ” もの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

神々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるがいる神こと言ったになります。神を信じ、まですから、日本で伝道したとしたら、同じように説教しで、「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、ま

じます」と言った言ったったと言ったころで、「ああ、そうですか」と言った言ったわれる神

だけで、おそらく何の抵抗もないでしょう。日本人の多くは、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな抵抗もないでしょう。日本人の多くは、もないでしょう。神を信じ、ま日本で伝道したとしたら、同じように説教し人の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるくは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、

あらゆる神「神」を騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け入れますが、とくにどの神を信じるといけ入れますが、とくにどの神を信じるといれますが、と言ったくにどの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじる神と言ったい

うこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ましないからです。神を信じ、ま

　使徒パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」信じ、ま条が「私は神を信じます」というとき、その神は大文が「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじます」と言ったいうと言ったき、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま大文

字の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神です。神を信じ、ま英語では「神」は小文字の “では心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「神」は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま小文字の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな “god” ” では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなく大文

字で始まる “まる神 “God” ” が使われます。神を信じ、ま小文字の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな “god” ” は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま一般名

詞ですが、大文字の “ですが、大文字の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな “God” ” は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま固有名詞ですが、大文字の “です。神を信じ、まキリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ト者がが

「神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじる神」と言ったいうと言ったき、それは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「神」と言ったいう概念を受け入を騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け入れますが、とくにどの神を信じるといけ入れますが、とくにどの神を信じるとい

れる神と言ったいうこと言ったでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなく、“God” ” の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな名で呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれる神お方、ご人人

格に信頼するということを意味しているのです。に信じ、ま頼するということを意味しているのです。する神と言ったいうこと言ったを騒がせてはなりません。神を信じ、ま意しに行く、と言った味しているのです。している神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま

　キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ト者ががその父の家には住む所がたくさんあります。そうでなような意しに行く、と言った味しているのです。で「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじます」と言った言ったう

と言った、人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まいやな顔をして「そんなことは聞きたくない」と言を騒がせてはなりません。神を信じ、まして「そんなこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま聞きたくない」と言きたくない」と言った言った

われる神か、アテネの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるがパウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」に言ったったように「そういう話しはじめたのです。「アテネの人たち。あな



は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ままたにしょう」（使徒使徒パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」 17:32）と言った言ったわれてしまうこと言ったでしょ

う。神を信じ、まそして「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まこの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじます」と言った表明するとき反対が起する神と言ったき反対が起が起

こってくる神でしょう。神を信じ、ま実際、初代のキリスト者は、その信仰告の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなキリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ト者がは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな信じ、ま仰告

白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなゆえに「無神論者が」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれ、迫害を受けたのです。神をを騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け入れますが、とくにどの神を信じるといけたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

信じ、まじる神キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ト者がが「無神論者が」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、おかしなこ

と言ったですが、それは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ト者ががギリシャやローマの神々を信やロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」ーマの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、ま

じなかったからです。神を信じ、ま

　しかし、まこと言ったの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな信じ、ま仰者がは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじる神」と言ったの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな信じ、ま仰の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をを騒がせてはなりません。神を信じ、まやめませんでした。神を信じ、まなぜなら、明するとき反対が起確な神への信仰、ご人な神へ行かれるのか、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな信じ、ま仰、ご人人

格に信頼するということを意味しているのです。である神神へ行かれるのか、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな信じ、ま頼するということを意味しているのです。なしには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま人は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま救われないからです。神へのわれないからです。神を信じ、ま神へ行かれるのか、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

真実な告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をを騒がせてはなりません。神を信じ、ま保つ者、また、失敗やつまずきがあったとしてもつ者が、また、失敗やつまずきがあったとしてもやつまずきがあったと言ったしても、

この父の家には住む所がたくさんあります。そうでな告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をに立ち返る者だけが救いの確信を得ることができるかち返る者だけが救いの確信を得ることができるかる神者がだけが救われないからです。神へのいの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな確な神への信仰、ご人信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、ま得ることができるかる神こと言ったができる神か

らです。神を信じ、まもし、信じ、ま仰者ががこの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をを騒がせてはなりません。神を信じ、まあいまいにしてしまったら、

誰が、まことの生ける神を知ることができるでしょうか。信仰が、まこと言ったの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな生ける神を知ることができるでしょうか。信仰ける神神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っている神こと言ったができる神でしょうか。神を信じ、ま信じ、ま仰

者がが神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま真実に告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をする神こと言ったがなければ、神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるにと言ったって

「知っていられない神」の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなままになってしまうの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、い

つ、どんなと言ったきも、明するとき反対が起確な神への信仰、ご人に、「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじます」と言った告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をする神

者がでありたいと言った思います。日本には、アテネに劣らず数多くの神々います。神を信じ、ま

　二、父なる神なる神神

　「我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま天地の造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにり主よ、どこへ行かれるのか、、全能の父なる神を信ず」とあるようにの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神なる神神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まず」と言ったある神ように、

使徒パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」信じ、ま条が「私は神を信じます」というとき、その神は大文は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにり主よ、どこへ行かれるのか、」、また「父なる神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字んでいます。神を信じ、まこ

の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな部分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、ラテン語の語順では、「神、父、全能、創造者」の語では「神」は小文字の “の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな語では「神」は小文字の “順では、「神、父、全能、創造者」のでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、「神、父なる神、全能の父なる神を信ず」とあるように、創造り主、全能の父なる神を信ず」とあるように者が」の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

順では、「神、父、全能、創造者」のになっています。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな信じ、まじる神お方は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、まず「神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ば

れ、次に「父」と呼ばれ、それから「創造者」と呼ばれていまに「父なる神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれ、それから「創造り主、全能の父なる神を信ず」とあるように者が」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれていま

す。神を信じ、ま

　では心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まどういう意しに行く、と言った味しているのです。で「父なる神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれている神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなでしょう



か。神を信じ、まそれは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、第一に、神が「天と言った地の造り主、全能の父なる神を信ず」とあるように」、つまり、あらゆる神もの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

を騒がせてはなりません。神を信じ、ま創造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにされたお方、万」ですから、文字通り “物の源だからです。ヒポクラテス（の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな源だからです。ヒポクラテス（だからです。神を信じ、まヒポクラテスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、（使徒460-

370 BC）は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「医学の父」、ニュートン（の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神」、ニュートン語の語順では、「神、父、全能、創造者」の（使徒1643-1727）は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「近代のキリスト者は、その信仰告

科学の父」、ニュートン（の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神」、バッハ（使徒1685-1750）は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「音楽の父」、アダム・の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神」、アダム・

スはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ミスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、（使徒1723-1790）は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「経済学の父」、ニュートン（の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれています。神を信じ、ま日

本で伝道したとしたら、同じように説教しにも、さまざまな「父なる神」がいます。神を信じ、またと言ったえば、嘉納治五郎はは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

「柔道をあなたがたは知っていの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神」と言った言ったわれています。神を信じ、まアメリカでは「建国の父」はでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「建国の父」はの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神」は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

ひと言ったりでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなく、独立ち返る者だけが救いの確信を得ることができるか宣言ったや合衆国の父」は憲法に署名した多くの人々に署名した多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるくの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうる

を騒がせてはなりません。神を信じ、ま指します。この人たちは、ドル紙幣にその肖像が刻まれていします。神を信じ、まこの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな人たちは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、ドル紙幣にその肖像が刻まれてい紙幣にその肖像が刻まれていにその父の家には住む所がたくさんあります。そうでな肖像が刻まれていが刻まれた祭壇があるのをまれてい

ます。神を信じ、ま1ドル紙幣にその肖像が刻まれてい札のジョージ・ワシントン、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなジョージ・ワシン語の語順では、「神、父、全能、創造者」のトン語の語順では、「神、父、全能、創造者」の、2ドル紙幣にその肖像が刻まれてい札のジョージ・ワシントン、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなトマスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・

ジェファーソン語の語順では、「神、父、全能、創造者」の、10ドル紙幣にその肖像が刻まれてい札のジョージ・ワシントン、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなアレキサン語の語順では、「神、父、全能、創造者」のダー・ハミル紙幣にその肖像が刻まれていトン語の語順では、「神、父、全能、創造者」の、

100ドル紙幣にその肖像が刻まれてい札のジョージ・ワシントン、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなベン語の語順では、「神、父、全能、創造者」のジャやローマの神々を信ミン語の語順では、「神、父、全能、創造者」の・フラン語の語順では、「神、父、全能、創造者」のクリン語の語順では、「神、父、全能、創造者」のたちです。神を信じ、まこれらの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、それまでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま無く、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな後も長く続くようになったものも長く続くようになったものく続くようになったものくようになったもの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

を騒がせてはなりません。神を信じ、ま生ける神を知ることができるでしょうか。信仰み出したので、「父」と呼ばれています。しかし、神は、したの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなで、「父なる神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれています。神を信じ、ましかし、神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、

そうした「父なる神」たちの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな「父なる神」であり、あらゆる神もの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな根源だからです。ヒポクラテス（であ

る神お方です。神を信じ、ま

　神が「父なる神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、第二に、イエス・キリストの父に、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神

だからです。神を信じ、ま今から父を知るのです。いや、すでにあな、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「『知られていない神に』と刻まれた祭壇があるのを第二に、イエス・キリストの父』に」と言った言ったいましたが、ほんと言った

うは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、こちらを騒がせてはなりません。神を信じ、ま「第一に」すべきだったと言った思います。日本には、アテネに劣らず数多くの神々います。神を信じ、ま神が「創

造り主、全能の父なる神を信ず」とあるように者が」と言ったして「父なる神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ばれる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、「父なる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなようなお方」と言ったい

う意しに行く、と言った味しているのです。ですが、「御子の父」という場合、神はほんとうにの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神」と言ったいう場合、神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まほんと言ったうに

「父なる神」なの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま御子の父」という場合、神はほんとうにが人と言ったなってお生ける神を知ることができるでしょうか。信仰まれになったの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、今から父を知るのです。いや、すでにあな

から二に、イエス・キリストの父千年前のことですが、その時はじめて御子が存在されるの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなこと言ったですが、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな時はじめて御子が存在されるは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まじめて御子の父」という場合、神はほんとうにが存在していたとき、「アレオパゴス」される神

ようになったの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まありません。神を信じ、ま御子の父」という場合、神はほんとうには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま永遠の先に父なる神かの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな先に父なる神かに父なる神なる神神か

ら「生ける神を知ることができるでしょうか。信仰まれ」、父なる神なる神神と言ったと言ったもにおられたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま御子の父」という場合、神はほんとうには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにら

れたお方では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなく、む所がたくさんあります。そうでなしろ、父なる神なる神神と言ったと言ったもに世界を創造されを騒がせてはなりません。神を信じ、ま創造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにされ

た方です。神を信じ、まヨハネ 1:1-3 に「初めにこと言ったばがあった。神を信じ、まこと言ったばは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま



神と言ったと言ったもにあった。神を信じ、まこと言ったばは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神であった。神を信じ、まこの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな方は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、初めに神

と言ったと言ったもにおられた。神を信じ、ますべての父の家には住む所がたくさんあります。そうでなもの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この父の家には住む所がたくさんあります。そうでな方によって造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにられた。神を信じ、ま

造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにられたもの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなで、この父の家には住む所がたくさんあります。そうでな方によらずにできたもの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま一つもなかっ

た」と言ったある神通してでなければ、だれも父のみもりです。神を信じ、ま御子の父」という場合、神はほんとうには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにられたお方では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まないの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなで、人間

の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな言った葉では父から「生まれた」としか言いようがないのです。では心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま父なる神から「生ける神を知ることができるでしょうか。信仰まれた」と言ったしか言ったいようがないの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま

神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この父の家には住む所がたくさんあります。そうでな世界を創造されを騒がせてはなりません。神を信じ、ま創造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにされる神前のことですが、その時はじめて御子が存在されるから、御子の父」という場合、神はほんとうにの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな「父なる神」、「父なる神なる神

神」であられたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま

　神が父なる神である神こと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、神が愛のお方であることを物語っていの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなお方である神こと言ったを騒がせてはなりません。神を信じ、ま物の源だからです。ヒポクラテス（語では「神」は小文字の “ってい

ます。神を信じ、ま親が子を愛すること以上に大きな愛はありません。神はが子の父」という場合、神はほんとうにを騒がせてはなりません。神を信じ、ま愛のお方であることを物語っていする神こと言った以上に大きな愛はありません。神はに大きな愛のお方であることを物語っていは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まありません。神を信じ、ま神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

創造り主、全能の父なる神を信ず」とあるように主よ、どこへ行かれるのか、と言ったして、ご人自分かりません。どうしたら、その道を知ることがでの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなお造り主、全能の父なる神を信ず」とあるようにりになった世界を創造されを騒がせてはなりません。神を信じ、まいつくしんでお

られますが、それ以上に大きな愛はありません。神はの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな愛のお方であることを物語っていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま御子の父」という場合、神はほんとうにに注いでおられます。神は、いでおられます。神を信じ、ま神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、

見たのです。」る神こと言ったも聞きたくない」と言くこと言ったも、感じることもない理念や概念ではありじる神こと言ったもない理であり念を受け入や概念を受け入では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まあり

ません。神を信じ、ま心を騒がせてはなりません。神を信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、ま持たない原理や法則でもありません。神はご人格たない原理でありや法に署名した多くの人々則でもありません。神はご人格でもありません。神を信じ、ま神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まご人人格に信頼するということを意味しているのです。

です。神を信じ、ましかも、ひと言ったりぼっちの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな愛のお方であることを物語っていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていらないお方では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなく、永

遠の先に父なる神かの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな先に父なる神かから御子の父」という場合、神はほんとうにと言ったと言ったもにおられ、人知っていでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま量り知れない大きくり知っていれない大きく、

高く、深い愛で御子を愛しておられる愛の神なのです。神は、く、深い愛で御子を愛しておられる愛の神なのです。神は、い愛のお方であることを物語っていで御子の父」という場合、神はほんとうにを騒がせてはなりません。神を信じ、ま愛のお方であることを物語っていしておられる神愛のお方であることを物語っていの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神なの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、

その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな愛のお方であることを物語っていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま、御子の父」という場合、神はほんとうにイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、を騒がせてはなりません。神を信じ、ま通してでなければ、だれも父のみもして、信じ、まじる神者がに分かりません。どうしたら、その道を知ることがでけ与えられまえてくださ

います。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじる神と言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この父の家には住む所がたくさんあります。そうでな「愛のお方であることを物語っていの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神」から愛のお方であることを物語っていされ、「愛のお方であることを物語っていの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

神」を騒がせてはなりません。神を信じ、ま愛のお方であることを物語っていする神関係へ導かれ、それを深めていくことなのです。へ行かれるのか、導かれ、それを深めていくことなのです。かれ、それを騒がせてはなりません。神を信じ、ま深い愛で御子を愛しておられる愛の神なのです。神は、めていくこと言ったなの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま

　三、イエス・キリストの父の神父なる神

　神がイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神である神と言ったいうの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、他の宗教のの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな宗教の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうる、と言ったくにイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ラムの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、と言ったんでもない教えなの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなだそ

うです。神を信じ、まスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、コット・ハーン語の語順では、「神、父、全能、創造者」のと言ったいう聖書けば「八百万」ですから、文字通り “学の父」、ニュートン（者がが、イスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ラムの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな学の父」、ニュートン（者が

と言った公開討論会を与えられまを騒がせてはなりません。神を信じ、まする神こと言ったになりました。神を信じ、まその父の家には住む所がたくさんあります。そうでな準備のため、イスの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなため、イスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、

ラムの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな学の父」、ニュートン（者がと言った話しはじめたのです。「アテネの人たち。あなし合いを騒がせてはなりません。神を信じ、ましていたと言ったき、ハーン語の語順では、「神、父、全能、創造者」の博士が「父なるが「父なる神なる神

神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま…」と言った口にしたとたん、イスラムの学者は、すぐに怒りをにしたと言ったたん、イスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ラムの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな学の父」、ニュートン（者がは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、すぐに怒りをりを騒がせてはなりません。神を信じ、ま



表して、「神、アッラーは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、すべてを騒がせてはなりません。神を信じ、ま超越したお方であり、神したお方であり、神

を騒がせてはなりません。神を信じ、ま人間になぞらえては心を騒がせてはなりません。神を信じ、まいけない」と言った言ったいだしました。神を信じ、まハーン語の語順では、「神、父、全能、創造者」の博

士が「父なるが「イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな御子の父」という場合、神はほんとうにであって…」と言った言ったうと言った、

「神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま人では心を騒がせてはなりません。神を信じ、まないから、子の父」という場合、神はほんとうにを騒がせてはなりません。神を信じ、ま持たない原理や法則でもありません。神はご人格つこと言ったなどありえない」と言った反論

され、「キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじる神者がもまた神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな子の父」という場合、神はほんとうにどもと言ったなって神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな愛のお方であることを物語ってい

を騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け入れますが、とくにどの神を信じるといける神」と言った語では「神」は小文字の “ろうと言ったする神と言った、「神は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ますべての父の家には住む所がたくさんあります。そうでな者がの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな主よ、どこへ行かれるのか、（使徒マスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、

ター）であって、人間は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ましもべ（使徒サーバン語の語順では、「神、父、全能、創造者」のト）に過ぎない。人ぎない。神を信じ、ま人

間が神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま『知られていない神に』と刻まれた祭壇があるのを父なる神』と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字ぶなど、冒涜である」とまくしたてられまである神」と言ったまくしたてられま

した。神を信じ、ま結局、ふたりの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな話しはじめたのです。「アテネの人たち。あなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま平行く、と言った線のまま終わり、公開討論会もの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなまま終わり、公開討論会もわり、公開討論会を与えられまも

キャやローマの神々を信ン語の語順では、「神、父、全能、創造者」のセル紙幣にその肖像が刻まれていされたそうです。神を信じ、ま

　私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この父の家には住む所がたくさんあります。そうでな話しはじめたのです。「アテネの人たち。あなを騒がせてはなりません。神を信じ、ま聞きたくない」と言いて、聖書けば「八百万」ですから、文字通り “の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな教えが一般の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな宗教と言ったどんなに

違っているかを改めて教えられました。「ユダヤ教、キリストっている神かを騒がせてはなりません。神を信じ、ま改めて教えられました。「ユダヤ教、キリストめて教えられました。神を信じ、ま「ユダヤ教、キリスト教、キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ト

教、またイスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ラム教は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま『知られていない神に』と刻まれた祭壇があるのを一神教』で、『知られていない神に』と刻まれた祭壇があるのを多くの神々を崇拝し、彼らが知りうる神教』から見たのです。」れば皆

同じように説教しじようなもの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなだ」と言った良く言われますが、決してそうではないく言ったわれますが、決してそうではないしてそうでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まない

の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、まほんと言ったうの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな意しに行く、と言った味しているのです。で人を騒がせてはなりません。神を信じ、ま愛のお方であることを物語っていしてくださる神神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま教え、示しし

てくださったの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、御子の父」という場合、神はほんとうにイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな他の宗教のありません。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがで

たちは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、御子の父」という場合、神はほんとうにである神イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トを騒がせてはなりません。神を信じ、ま通してでなければ、だれも父のみもしては心を騒がせてはなりません。神を信じ、まじめて、愛のお方であることを物語っていの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな

神である神こと言ったを騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていり、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな愛のお方であることを物語っていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け入れますが、とくにどの神を信じるといける神こと言ったができる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、まイ

エスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トを騒がせてはなりません。神を信じ、ま神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな御子の父」という場合、神はほんとうにと言った信じ、まじる神信じ、ま仰なしには心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、父なる神なる神、愛のお方であることを物語ってい

の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじる神こと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まできません。神を信じ、ま神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな愛のお方であることを物語っていが分かりません。どうしたら、その道を知ることがでからず、神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

「父なる神」と言った呼ばれますが、「やおよろず」は漢字んで、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな愛のお方であることを物語っていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま受け入れますが、とくにどの神を信じるといける神こと言ったができないの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、まです

からイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじ、またわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじなさい」（使徒ヨハネ

14:1）と言った言ったわれ、使徒パウロがアテネに滞在していたとき、「アレオパゴス」信じ、ま条が「私は神を信じます」というとき、その神は大文は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神…と言ったイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トを騒がせてはなりません。神を信じ、ま

信じ、まじます」と言った告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をしている神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「神」を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、「父なる神な

る神神」と言ったして、また、「イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神なる神神」と言ったして

信じ、まじている神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま

　イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま言ったわれました「わたしが道をあなたがたは知っていであり、真理でありであり、い



の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなちなの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、まわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま通してでなければ、だれも父のみもしてでなければ、だれも父なる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなみもと言った

に行く、と言ったくこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まできません。神を信じ、まあなたがたがわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていっている神な

ら、わたしの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神を騒がせてはなりません。神を信じ、まも知っている神こと言ったになります。神を信じ、ま今から父を知るのです。いや、すでにあなから父なる神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っている神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなで

す。神を信じ、まいや、すでにあなたがたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま父なる神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま見たのです。」たの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま」（使徒ヨハネ

14:6-7）イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、ここで、人は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まどうしたら道をあなたがたは知っていを騒がせてはなりません。神を信じ、ま見たのです。」出したので、「父」と呼ばれています。しかし、神は、し、真理であり

を騒がせてはなりません。神を信じ、ま学の父」、ニュートン（び、いの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなちを騒がせてはなりません。神を信じ、ま育むことができるかを教えておられるのではむ所がたくさんあります。そうでなこと言ったができる神かを騒がせてはなりません。神を信じ、ま教えておられる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま

ありません。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が宗教の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな指します。この人たちは、ドル紙幣にその肖像が刻まれてい導かれ、それを深めていくことなのです。者がにすぎなければそういった

こと言ったを騒がせてはなりません。神を信じ、ま話しはじめたのです。「アテネの人たち。あなされたでしょう。神を信じ、まよく「キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ト教と言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まキリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トであ

る神」と言った言ったわれますが、まさに、その父の家には住む所がたくさんあります。そうでな通してでなければ、だれも父のみもりで、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな教えの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな中

心を騒がせてはなりません。神を信じ、まは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まいつでも、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、ご人自身です。イエスは「わたしが道であです。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「わたしが道をあなたがたは知っていであ

る神。神を信じ、まわたしに従いなさい。」「わたしが真理である。わたしかいなさい。神を信じ、ま」「わたしが真理でありである神。神を信じ、まわたしか

ら学の父」、ニュートン（びなさい。神を信じ、ま」「わたしがいの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなちである神。神を信じ、まわたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじなさ

い」と言った言ったわれる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま

　「わたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま通してでなければ、だれも父のみもしてでなければ、だれも父なる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなみもと言ったに行く、と言ったくこと言った

は心を騒がせてはなりません。神を信じ、まできません。神を信じ、ま」多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるくの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな人は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、この父の家には住む所がたくさんあります。そうでなこと言ったばを騒がせてはなりません。神を信じ、ま「排他の宗教の的」だと言」だと言った言った

います。神を信じ、まもし、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、がどんなに優れた人物であったとしてもれた人物の源だからです。ヒポクラテス（であったと言ったしても、

人にすぎないの父の家には住む所がたくさんあります。そうでななら、この父の家には住む所がたくさんあります。そうでなようなこと言ったばは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まきわめて独善的」だと言で排

他の宗教の的」だと言でしょう。神を信じ、ましかし、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、が父なる神なる神神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなひと言ったり子の父」という場合、神はほんとうにである神な

ら、この父の家には住む所がたくさんあります。そうでなこと言ったばほど真実なこと言ったばは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まありません。神を信じ、ま古代のキリスト者は、その信仰告では心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、王

は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま王子の父」という場合、神はほんとうにに実際の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな政治を騒がせてはなりません。神を信じ、ま任せ、資産家の主人は息子に財産の運営せ、資産家には住む所がたくさんあります。そうでなの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな主よ、どこへ行かれるのか、人は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま息子の父」という場合、神はほんとうにに財産の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな運営

を騒がせてはなりません。神を信じ、ま任せ、資産家の主人は息子に財産の運営せました。神を信じ、まその父の家には住む所がたくさんあります。そうでな場合、王子の父」という場合、神はほんとうにの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなこと言ったばは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま王の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなこと言ったばであり、

息子の父」という場合、神はほんとうにが結んだ契約は主人が結んだものと同じでした。神の御子は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま主よ、どこへ行かれるのか、人が結んだもの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなと言った同じように説教しじでした。神を信じ、ま神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな御子の父」という場合、神はほんとうに

の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなこと言ったばは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま父なる神なる神神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなこと言ったばであり、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでななさる神こと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、

神がなさる神こと言ったなの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、まですから、イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、は心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「わたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っている神

もの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま父なる神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っていり、わたしを騒がせてはなりません。神を信じ、ま見たのです。」たもの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま父なる神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま見たのです。」たの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなだ」と言った言ったわれ、

「永遠の先に父なる神かの父の家には住む所がたくさんあります。そうでないの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなちと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、唯一の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなまこと言ったの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神である神あなたと言った、あな

たが遣わされたイエス・キリストを知ることです」（ヨハネわされたイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トを騒がせてはなりません。神を信じ、ま知っている神こと言ったです」（使徒ヨハネ



17:3）と言った言ったわれたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま

　「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじます。神を信じ、ま」それは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま「神」と言ったいう概念を受け入を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじる神こ

と言ったでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まなく、生ける神を知ることができるでしょうか。信仰ける神、ご人人格に信頼するということを意味しているのです。である神神に信じ、ま頼するということを意味しているのです。する神こと言ったです。神を信じ、まそ

れは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、父なる神である神愛のお方であることを物語っていの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな神と言った真実な愛のお方であることを物語っていで結ばれる神こと言ったです。神を信じ、まそして、

その父の家には住む所がたくさんあります。そうでなこと言ったは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、父なる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな御子の父」という場合、神はほんとうにであり、人の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな救われないからです。神へのい主よ、どこへ行かれるのか、である神イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリ

スはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじる神こと言ったによってなされる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・

キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トを騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじては心を騒がせてはなりません。神を信じ、まじめて、「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじます。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キ

リスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神なる神神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじます」と言った、確な神への信仰、ご人信じ、まを騒がせてはなりません。神を信じ、まもって告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をする神こと言った

ができる神ようになる神の父の家には住む所がたくさんあります。そうでなです。神を信じ、ま

　（祈り）り）

　イエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神なる神神さま、あなたは心を騒がせてはなりません。神を信じ、ま、御子の父」という場合、神はほんとうにイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・

キリスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トによって私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちにご人自身です。イエスは「わたしが道であを騒がせてはなりません。神を信じ、ま現し、あなたの愛のうちにし、あなたの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな愛のお方であることを物語っていの父の家には住む所がたくさんあります。そうでなうちに

招いてくださいました。どうぞ、私たちに、「私はイエス・キいてくださいました。神を信じ、まどうぞ、私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちに、「私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでは心を騒がせてはなりません。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、・キ

リスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、トの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな父なる神なる神神を騒がせてはなりません。神を信じ、ま信じ、まじます」と言ったいう明するとき反対が起確な神への信仰、ご人な信じ、ま仰の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をを騒がせてはなりません。神を信じ、ま与えられまえ

てくさい。神を信じ、ま私たちには分かりません。どうしたら、その道を知ることがでたちの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな信じ、ま仰告白のゆえに「無神論者」と呼ばれ、迫害を受けたのです。神をによって、多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるくの父の家には住む所がたくさんあります。そうでな人々は数多くの神々を崇拝し、彼らが知りうるがあなたを騒がせてはなりません。神を信じ、ま

見たのです。」出したので、「父」と呼ばれています。しかし、神は、すこと言ったができますよう導かれ、それを深めていくことなのです。いてください。神を信じ、まイエスはイエスに言った。「主よ、どこへ行かれるのか、の父の家には住む所がたくさんあります。そうでな御名で祈

ります。神を信じ、ま


